
ＩＣＩキャンプのご紹介

2021.10.８

前田建設工業株式会社

〈 ＣＳＶ経営的視点に基づく廃校再生・再活用プロジェクト 〉



2ＩＣＩとは
Incubation ×Cultivation × Innovation
孵化 × 育成 × 革新

ICI総合センター

ICI ラボ ICI キャンプ

一体的利用
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取手市役所

取手市立取手
第二中学校

ＩＣＩラボ
（技術研究所）

キヤノン（株）
取手事業所

N

社有地
6,000㎡

周辺案内図

2016年3月閉校）取手市立

白山西小学校



4プロジェクトの経緯

2016年 3月 白山西小学校閉校（43年間）
11月 新技研着工

2017年2月23日 取手市に廃校活用の相談開始
5月19日 取手市に正式に協議申し入れ
～ この間、協議・交渉を行う

11月9日 取手市議会説明
11月19日 市民説明会開催
11月29日 基本合意書締結
12月22日 取締役会
12月27日 土地の賃貸借

建物の売買契約締結
記者発表

2月1日

11月1日
2019年10月17日

土地、建物の引き渡し
解体工事着工
新築・改修工事着工
建物竣工
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１号棟

３号棟

体育館

グラウンド

取手市立白山西小学校の概要

２号棟

正門

構造・規模 床面積 整備方針
1号棟 RC・3階 1,880㎡（569坪） 耐震改修

2号棟 RC・4階 1,652㎡（500坪） 解体
3号棟 RC・4階 1,370㎡（414坪） 耐震改修

校舎合計 4,902㎡（1,483坪） 3,250㎡（983坪）

体育館 S・1階 860㎡（260坪） H22年耐震補強済

プール

昭和48年4月開校 平成28年3月閉校（43年間）



6人材開発センター 事業コンセプト

ICIラボ（新技研）と一体の複合・総合施設

⇒ 技術と研修の場の融合による価値創造

⇒ 様々なパートナーとの成長の場

前田グループ の次の100年を象徴

⇒ チャレンジを続けるMAEDAを体感する場

⇒ 自由度の高い建物と運営

⇒ 終わらない建築

CSV-SSの実践の場

⇒ 廃校活用モデルの実験・発信の場

⇒ 地域社会やパートナーとの連携実践
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1.「自由度」という「価値・場」を活用する。

2.「技研」という「価値・場」を活用する。

3.「廃校」という「価値・場」を活用する。

4.「取手」という「価値・場」を活用する。

CSV-SS

Creating Satisfactory Value Shared by Stakeholders

ＣＳＶ-ＳＳについて

CSV（Creating Shared Value）マイケル・ポーター教授

社会と共有の価値を創造



機能 室名 主な要求機能

セミナー機能

セ ミ ナ ー 室 特大200人×1室，大70人×1室，中50人×1室，小20人×2室

食 堂 ・ 厨 房 Max100席程度（Max時は2回転）

そ の 他 講師室，事務室，倉庫等

宿 泊 機 能

宿 泊 室

・Max170人宿泊，通常時は50～70人宿泊

・空き室はフリースペースとして活用

・外部講師，研究者用としてバストイレ付個室を6室設ける

・女性専用エリアを限定して設ける

談 話 室 適宜談話スペースを配置

シ ャ ワ ー 室 他 大浴室ではなく個室シャワーとする，個室トイレ，洗面所，洗濯室

研 究 機 能

体 育 館 ドローン技術，大型ロボット開発，ワークショップ活動 など

グ ラ ン ド 自動化施工技術開発，模擬橋梁･ﾄﾝﾈﾙによる維持管理技術開発 など

プ ー ル 水中ロボット開発，水質浄化実験 など

共 通 荷物用垂直搬送設備の設置，セキュリティ設備，音響映像設備

8要求機能・諸室



9建築家とのコラボレーション ＭＯＵＮＴ ＦＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ
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NO OUTLINE

for

SOCIETY / SPACE / TIME

境界を持たない

地域 場 時間

建築計画のコンセプト



体育館

運動場

新技術研究所

街

大きな“えんがわ”

＞ 大きな“えんがわ” MK-To人材開発センタープロジェクト

MOUNT FUJI ARCHTECTS STUDIO

1号館(東校舎)

3号館(西校舎)

11＞大きな“えんがわ”

大きな“えんがわ”



最大スパン１５ｍ（外部で挑戦）

木と鉄骨のハイブリットは相互を助け合う構造

・鉄骨の座屈現象→木が補強
・薄い屋根木材のたわみ→鉄骨が補強

LVL : 50mm（50/15000mm） 0.3%
H鋼 : 150mm（150/15000mm） 1%

最小限の部材寸法の実現

12木と鉄骨のハイブリットは相互を助け合う構造

LVL : 50mm

Ｈ鋼：150mm
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「東の校舎」
セミナー室：宿泊室

「ヨコイト通り」
渡り廊下

「木のえんがわ」
大講義室・食堂

グランド

新技研→

断面パース



14当社若手設計職員によるデザイン提案

旧白山西小学校のコンバージョンにおいては、

「自由な発想、好奇心・行動力を尊び、大きな視点で社会課題をとらえ、

共有価値を目指して主動的 に解決していく」

という当社行動理念に従い、若手設計職員より様々なアイディア提案を募りました。

成毛 弘枝
（2004年入社）

芦谷 友美
（2012年入社）

櫻井 治
（2013年入社）

岩間 貴昭
（2013年入社）

ラロンシュ・ジョナタン
（2016年入社）

MAEDAデザインチームによるプレゼン（4/17） AAスクール江頭先生による講評（4/17）



15校舎コンバージョンのアイディア

つながる大小の空間

吹抜けを設ける

BARスペース リビングスペース

遊戯スペースストリートベンチ

廊下と教室を街並みとしてデザインする



16校舎コンバージョンのアイディア

教室の中に、公共スペースと個人スペースを配置する



白山西小学校 着工前写真

ＩＣＩキャンプ竣工後写真



白山西小学校 着工前写真

白山西小学校 着工前写真

ＩＣＩキャンプ竣工後写真
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白山西小学校 着工前写真

白山西小学校 着工前写真

ＩＣＩキャンプ竣工後写真



白山西小学校 着工後写真
ＩＣＩキャンプ竣工後写真



白山西小学校 着工前写真

ＩＣＩキャンプ竣工後写真カプセルベッド
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VIP宿泊室（シングルルーム）



白山西小学校 着工前写真

白山西小学校 着工前写真

ＩＣＩキャンプ竣工後写真



白山西小学校 着工前写真

白山西小学校 着工前写真

ＩＣＩキャンプ竣工後写真



26利用状況① オープニングセレモニー

多様な方が切磋する場を意識したセレモニーを実施



27利用状況② ビジネスプランコンテスト

取手市民・学生他によるビジネスプランのコンテスト



白山西小学校 着工後写真
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廃校活用ならではの良さを実感

• 当時の面影を残したことで、地域の方には

親近感を持っていただけた

• 学校という共通体験は誰もが持ち、見知らぬ

企業の方々ともすぐ打ち解けることができる

• 体育館やグランドなど固有の要素があり、

防災拠点あるいは各種イベントで新たな

官民連携のかたちを試すことができる

廃校活用の良さ
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『前田建設の廃校活用』

お問い合わせ先

https://maeda-arch-design.jp/contact_ici.php

さいごに

ご清聴、ありがとうございました。


